
session 3
幕末明治戯作を読む

EAJRS/NIJL Kuzushi-ji workshop, 2021



絵草紙屋
（長崎大学附属図書館幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベース 目録番号2448）

本
の
広
告

江戸土産之内 絵ざうし屋

本は平置きするもの
立てるようには出来ていない
洋装本に存する背題は存在しない

幕末明治の書店店頭



三代歌川豊国『今様見立士農工商』安政4年（1857）
国立国会図書館 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1307620

書物＝商品
（商業出版）袋入

錦絵と絵本



■地本■
文化的にも後進地域であった江戸での出版は、特に絵草子・草双紙といった種類のものが、ローカルな出
版物であるという意味の「地本」という名称を以て行われ、それらは明暦・万治（1655－61）頃か
ら次第に発展して、やがて享保を過ぎる頃、文運東漸の波に乗って急激に伸展し、「地本問屋」と称して、
書物屋仲間とは別の、「地本問屋仲間」を結成し、おおいに発興した。この地本屋が出版したのが。いわゆる
「地本」の類、即ち芝居関係の本や、「江戸戯作」とよばれるものの殆どを含む草子類である
表紙の色や書型など、外型による名目が目立つ所が地本の特色でもあるので、研究に
は、特に外型の如何に対する配慮を重要とする。

■戯作とは■
文学史の上では滑稽本に包括される談義本、洒落本、黄表紙、咄本などの作品群であり、それに前
期読本をも加える。すなわち老中松平定信の寛政改革によって、出版取締令の対象となるまで江戸で出版さ
れた文学作品を、総称して戯作というのが狭義の戯作であり、広義では狭義のものに加えて、寛政改革以後
出版された滑稽本、人情本、合巻、後期読本をもふくめていう。要するに十八世紀中葉以後、
江戸で出版された小説の総称といってよい。

地本／戯作



本の大きさと「格」

小本 中本 半紙本

※購入する本／貸本屋から借りる本
※紙の状態（上質の楮（こうぞ）紙／漉き返し紙〔再生紙〕）
※残存率（消費されたモノは残らない→→いまや貴重に）



改革とジャンルの変化 山東京伝『吉原楊枝』（洒落本・小本）



為永春水『春色英対暖語』 DOI：10.20730/200012789 （人情本・中本）



式亭三馬『浮世風呂』 DOI：10.20730/200015779（滑稽本・中本）



笠亭仙果『犬の艸紙』（読本抄録合巻・中本）



栗枝亭陶山（鬼卵）『新編陽炎之巻』（読本・半紙本）



揺籃期 文化元年1804～文化六年1809 短編読切
定着期 文化七年1810～文化十四年1817 短編読切
発展期 文政元年1818～文政六年1823 短編読切が中心
転換期 文政七年1824～天保十四年1843 短編長編の併存
沈滞期 弘化元年1844～明治九年1876 長編続物が中心
終息期 明治十年1877～明治二十年頃1887 新聞雑誌へ解消

鈴木重三作成（「合巻について」大東急記念文庫1961）・髙木元修正（草双紙の〈明治〉）

草双紙合巻の史的変遷



◇刊（板・版）
※厳密に言えば、板木が彫りあげられ、その板木によって刷りあげられた本が、最初に刊行された
時点を言う。
※刊記を持たぬのが通例の草双紙などの場合、後期になると浮世絵と同じく行事の
改め印や極め印を必要とし、その改めの年の干支を印文にしたものを巻頭に彫りつけてある
のが明証となる。そうした明証を求め得ぬ場合は、その本の刊行時に記されたと認定し得る序跋類
に年記があれば、それを引用して「何年序刊」「何年跋刊」の如くにいう。

※和古書の場合、たとえ彫り代えて板を改めていても、奥付には原のままの年記を再度彫りつけて
いたりする場合が多く、改板の年次を知る術を持ち得ぬ場合が多いのも事実である。（あるいは
カットしている場合も多い）

◇印（刷・摺）
※書誌学用語としての「印」はその本が実際に刷りあげられた時点をいう。
※古書の場合、当該本の印刷の時点はそれほど厳密にわからない場合が多いので、版面を見て殆ど摩滅欠損の
無い正整なものの場合を「初印」（初刷り・初摺り）、逆に摩滅欠損の目立つものを「後印」
（後刷り・後摺り）とするのが通例ではある。

中野三敏『江戸の板本』より



改印上下二冊のうち一方だけ存する
長編合巻の一部だけ存する等多し

※表紙などが元のママとは限らない
（簡便な装幀→自由に直せる）

合巻 揃いで残っているとは限らない



※少しでも原本に触れたことのある者ならば、一口に板と摺りに関する記述といっても、そう簡単
に判断できるものでないことは誰でも知っている。本というものは、常に相対的な存在であ
るという認識に基づく必要があるから、この本こそ初板初摺だと断言するのはなか
なか難しい。
つまり、何処かから、もっとよい本が出てくるかも知れないという認識なしに本と向き合うことは
できないのである。まして、出板当初の姿をそのまま残している本が甚だ少ない中にあって、後摺
時の板元や、貸本屋、所蔵者などが後から加えた改変を見分けるのは大変である。

※近世期に出された板本は明治に入ってからも多く摺られており、それら後摺本に
関する所在情報や書誌情報も研究には不可欠であるにも関らず、検索する手段が狭められ
ている。 海外でよくみられる「芸艸堂（うんそうどう）」版＝明治以降の摺

髙木元「読本の書誌をめぐって」より抜粋

少しでも正確な情報記載が研究を推進（刊記等）

相対的な存在：所蔵者の改変を想定すべし



早稲田大学本：ヘ13_01178_0097

同じですか？



後から加えた改変を見分ける
①

②

③

④



⑤

⑥

所蔵者による改変を経た残存
（上下・上中下など、散逸を防ぐ）

※袋を表紙に
（絵の摩耗を防ぐ…貸本屋など）

※錦絵表紙を鑑賞しやすく

※結果として一枚後ろ表紙が必要な
くなる？

そもそも後ろ表紙の欠落本が多い

後から加えた改変を見分ける



財団法人日本古典文学会編
昭和六十三年四月刊
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岩波書店 2016年1月刊

例
の
二
階
か
ら
一
冊
と
い
う
ん
で
、
常
矩
（
つ

ね
の
り
）
の
『
蛇
之
助
五
百
韻
』
の
痛
み
本
を

わ
け
て
貰
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
も
真
っ

す
ぐ
藤
園
堂
へ
持
参
し
た
ら
、
あ
す
こ
は
我
々

に
は
見
せ
て
く
れ
ん
で
、
と
聊
か
口
惜
し
そ
う

な
口
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
、
こ
れ
直
り
ま

す
よ
、
一
寸
預
か
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
に
な

り
、
一
週
間
ほ
ど
も
し
た
ら
、
実
に
見
事
に
本

が
生
き
返
っ
た
の
に
は
一
驚
し
た
。
見
か
け
は

そ
れ
ほ
ど
器
用
に
は
見
え
な
い
の
に
、
そ
の
後

も
折
々
見
世
先
に
張
り
板
を
持
ち
出
し
て
、
唇

を
な
め
な
め
、
虫
直
し
や
裏
打
ち
に
御
出
精
の

現
場
に
出
く
わ
し
た
。
簡
単
な
補
修
や
糸
の
綴

じ
直
し
も
そ
れ
か
ら
お
い
お
い
教
わ
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
遊
女
評
判
記
の
稀
本
『
桃
源
集
』
の

丹
表
紙
が
半
分
ち
ぎ
れ
て
い
た
の
で
、
別
の
丹

表
紙
を
は
ぎ
合
わ
せ
て
、
ど
う
で
す
、
つ
ぎ
目

が
わ
か
り
ま
す
か
、
と
御
自
慢
だ
っ
た
様
子
が
、

今
も
目
の
前
に
ア
リ
ア
リ
と
想
い
浮
ぶ
。

本は直すもの／直されるもの

本は補修されるもの



先入観をもたない（同じ本）
山東京伝全集より

上製本（貸本屋など）
半紙本型

早稲田大本：ヘ13_01794



◇天保十三年（1842）六月四日「町触」抜粋現代語訳
（『江戸町触集成』13643）

〔錦絵と合巻を統制する町触〕
近来、合巻と称する絵草紙の類は、絵柄などが格別に入り組み、主に歌舞伎役者の
似顔や芝居の趣向などを書き綴り、表紙や袋などに彩色を用い、無益なことに手数
をかけ高い値段で売り出していることが問題であるので、これまでの仕入れ分は決
して売買してはならない。今後は、似顔や芝居の趣向などは止め、忠孝貞節
などをもとにし、子供や女性に善を勧めるうえで役立つよう書き綴り、絵柄も
省略し、無用の手数をかけないように改め、表紙・袋などに彩色を用いるこ
とはかたく無用にせよ。新版が出来する時は町年寄の館市右衛門方へ差し出し、
検閲を受けること。

【佐藤至子著書参照】

規制と書物



孝信開運日記
（こうしんかいうんにっき）
巻冊：三巻（架蔵本は下巻1冊のみ）
著者：狂訓亭（為永）春水 画工：浮世庵国直（歌川国直）
成立年：天保十四（1843）年
分類：合巻 書肆：森屋治兵衛

天保改革時の書物



朧月猫草紙後印本
朧月猫草紙初編 初印本（天保13年）

佐藤悟「挿絵から見た近世小説史」
（岩波講座日本文学史）より

女芸者が普通の女性へ改刻

天保改革時の書物



◇印（刷・摺）
いわゆるベスト・セラーズとも言うべき本には、改板本や後印本が数多
く存在することになるが、その場合、
○刷り出した書肆が、初版の板元と同じ場合には覆刻（改板）本の
存在の比率が高く、
○書肆が変っている場合は、初板と同板の後印本や補修本である率
が高い。

これは、書肆が変るという事は、即ち変った方の書肆が、その板を前の書肆から買い求め
たことになる（これを「求板」と言う）ので、買い求めた側は当然そのために投下した資
本を、その本を刷り出して販売することによって取り戻さねばならないので、買い求めた
板木をそのまま利用するか、若干の補修を施した形で刷り出すことになる。即ち後印本や
改題本などの補修本を作るわけである。ところが初板の書肆そのまま続けて板元として刷
り出す場合は、後印本を刷り出してゆく内に板の痛みが進行するので、覆せ彫りを行って
改板する場合が多くなるのである。

中野三敏『江戸の板本』より 覆せ彫りと板元



ナシ

表紙 直政画

表紙 芳春画

ナシ

商品として（後摺の工夫：板木の数を減らす）



覆せ彫り



書誌のとりづらい本？

『松鶴賀操諸声 ( まつにつるがみさをのもろごえ )』上中下の三冊（≒錦絵三枚続）



『松鶴賀操諸声 ( まつにつるがみさをのもろごえ )』？

本
文
も
確
認
す
べ
き
。
と
く
に
柱
題
な
ど
の
確
認
は
重
要

なぜそんなことが
起こるのか



嘉永四（1851）年
株仲間再興後と
目される書物

慶応元年
（1865）

嘉永四（1851）年株仲間再興後と目される書物



小口を残して三方を裁つという
簡易製本＝【切附本】
但し半紙本の大きさ

株仲間再興後と目される書物



第一条 図書ヲ著作シ又ハ外国ノ図書ヲ翻訳シテ出版セントスル者ハ、出版ノ前二内務省へ
届ケ出ベシ。（略）

第二条 図書ヲ著作シ又ハ外国ノ図書ヲ翻訳シテ出版スルトキハ三十年間専売ノ権ヲ与フベシ。
此ノ専売ノ権ヲ「板権」ト云フ。但シ板権ハ、願フト願ハザルトハ本人ノ随意トス。故二板権
ヲ願フ者ハ願書ヲ差出シ、免許ヲ請フベシ。其願ハザル者ハ、各人一般二出版スルヲ許ス。

第二十条 図書刻成ノ上ハ製本三部ヲ内務省へ納ムべシ。其板権ヲ得ル者ハ、外二免許料トシテ
製本六部ノ定価ヲ納ムベシ。納本セズ及免許料ヲ出サヾル者ハ発売ヲ許サズ。但シ出版
ノ上、毎部定価ノ印ヲ押スベシ。

第二十一条 出版ノ図書ニハ著訳者ノ住所氏名ヲ記ス。著訳者ノ主名ヲ知ルベカラザル者
ハ其由ヲ記スベシ。而シテ何年月日出板或ハ何年月日板権免許上記シ、板主ノ住所氏名ヲ記スベシ。
氏名ヲ記セズシテ別号ヲ記スルコトヲ得ズ。

明治八年九月三日「出版条例」抜粋（一部表記改変）



版権免許

出板板権願書出版条例以降（有板権）

版権免許／願書



幻阿竹噂廼聞書 三編九冊読切
明治14.1序
発行元（扉等）：島鮮堂
柱題：幻阿竹初上（初中、初下）
出版免許年時：明治14.1.6御届
出版人：綱島亀吉

明治戯作「幻阿竹噂廼聞書」



時事ネタ

明治戯作「幻阿竹噂廼聞書」
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明治戯作「幻阿竹噂廼聞書」



http://base1.nijl.ac.jp/~meiji_pa/
明治期出版広告ＤＢも確認する



https://base1.nijl.ac.jp/~kindai/index.html

近代書誌・近代画像ＤＢも確認



明治十三年(一八八〇)五月 吉田小吉 1銭5厘
事件報道の拡大は、口説（くどき）節やちょぼくれ(浪花節の前身)、祭
文などの大道芸や門付芸にまで数々な題材を提供しているが、そうし
た際物的出版物でも出版人や住所、定価が示される。

明治戯作「髙橋おでんくどき」



【要注意】版権免許を出願しない本は「各人一般ニ出版スルヲ許ス」と出版条例
第二条にあり、だれでも出版することが可能であった。版権免許を交付されてい
ない本の忠実なコピーを作って売り出すことを翻刻といい、そうした本を【翻刻
本】と呼ぶ。
奥付に記載された【翻刻人】の扱いには注意する必要がある。本屋の主人自らが
翻刻人となって出版した場合なども存するのである。

無版権本

明治戯作 無版権本



【翻刻本】異本

明治戯作 無版権本



浮世絵ぎゃらりい
http://www.ukiyo-e.jp/aratamein/

改印（あらためいん）



『明治初期戯作年表』

参考文献
『享保以後大阪出版書籍目録』
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1815083

『日本小説年表附・総目録』山崎麓編
（近代日本文学大系第25巻所載）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1883576



江戸以来の書籍商『東京書籍商組合史及組合員概歴』

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/949275



https://www.nijl.ac.jp/pages/images/youryou_kindai_betsu.pdf

近代文献調査マニュアルほか



児雷也豪傑譚を読んでみる

児雷也豪傑譚七編（弘化四年）



児雷也豪傑譚を読んでみる



童絵解万国噺 万延２年（１８６１）



童絵解万国噺 万延２年（１８６１）



童絵解万国噺 万延２年（１８６１）



童絵解万国噺 万延２年（１８６１）



それではこのセッションを終わりにします
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